黄 川 田内 閣府 副 大 臣 
FIN/SUM 2022 閉会 挨拶 


2022 年 3 月 30 日 【 ビ デオ 出演 】 


内 閣府 副 大 臣 の 黄 川 田 仁志 で す 。 フィ ン サ ム (FIN/SUM) 2022・ 
金融 店 シン ポジ ウム の 閉会 に 当たり 、 主 催 者 と し て ご 挨拶 申し 
上 げ ま す 。 本 日 は 、 今 回 で 6 回 目 の 開催 と な る フィ ン サ ム に ご 参 
加 い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま し た 。 また 、 開催 に ご 尽力 
いた だ いた 共催 者 の 日 本 経済 新聞 社 に も 感謝 申し 上 げ ま す 。 


今回 の テー マ は 、「 ス ケー リン グ ・ フ ァ イ ナ ンス ・ フ ォ ー・ サ 
ステ ナブ ル ・ グ ロー ス (Scaling Finance for Sustainable 
Growth) 」 で し た 。 す な わ ち 持続 的 成長 に 向け て 、 現 在 そ し て 未 
来 の 金融 が どう ある べき か に つい て 、 当 局 関係 者 に 加え 、 金 融 機 
関 、 フ ィ ン テ ッ ク 企 業 、 研究 者 な ど 、 多 方 面 で ご 活躍 され て いる 
様々 な 立場 の 方 々 に ご 議論 いた だ きま し た 。 


ここ で 金融 サー ビス の 歴史 を 振り 返り ます と 、 お 金 を 預け る 
時 や 預金 を 引き 出す 時 に は 、 通 帳 と 印鑑 を 持っ て 銀行 窓口 まで 
行か な けれ ば な ら な い 時 代 が あり まし た 。 その 後 、ATM の 登場 に 
より 、 休 日 で も お 金 を 銀行 か ら 出 し 入れ する こと が で きる よう 
に な り ま し た 。 最 近 で は 、 イ ンタ ーネット バン キン グ を 使っ て 、 
オン ライ ン で 、 決済 ・ 送 金 す る こと は も ちろ ん 、 利用 者 が 人 金融 業 
以外 の 企業 か ら 商品 ・ サ ービス を 購入 ・ 利 用 する 際 に 、 金融 機関 
を 意識 する こと な く 、 金 融 サ ービス を 受け る こと も 可能 と な っ 
て いま す 。 例 えば 、 一 見 する と 金融 業 を 行っ て いな い 事 業者 が 提 
供する アプ リ で 商品 購入 だ け で な く 、 送 金 や 資産 運用 、 ア プリ の 


利用 実績 等 を 用 いた 与信 な どの 金融 サー ビス を 利用 で きる も の 
が あり ます 。 こ うし た いわ ゆる エン ベ デ ッ ド ・ フ ァ イ ナ ンス 

(Embedded Finance) は 、 金融 機 関 や フィ ン テ ッ ク 企 業 だ け で な 
く 、 非 金融 企業 が それ ぞ れ の 強み を 活か し 、 手 を 組む こと に よっ 
て 実現 し て いま す 。 この ほか に も 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン 技術 を 活用 
し た 暗号 資産 や 分 散 型 金 融 と いっ た 新しい 領域 の サー ビス も 生 
まれ で いま すず 。 


日 本 で ATM が 初め て 利用 され た の は 50 年 以上 前 で す が 、50 年 
前 に 今 の 状況 を 予想 で き て いた 人 は 誰 も いな いで し ょ う 。 そ し 
て 、 今 か ら 50 年 後に お いて 、 金融 サー ビス が どの よう に 進化 し 
て いる の か を 予想 する こと も 、 また 困難 で あり ます 。 し か し 、 一 
つ 分 か っ て いる こと は 、 人 金融 サー ビス が どの よう に 進化 し よう 
と も 、 社 会 全体 に と っ て 価値 ある サー ビス を 展開 する べき で あ 
る 、 と いう こと で す 。 そう し た 観点 か ら 、 新型 コロ ナ 感 染 症 に よ 
る 非 対 面 ニー ズ や 、 和 気候 変動 問題 を 踏ま えた 環境 対策 を 行う ニ 
ー ズ と いっ た 足許 で 起こ っ て いる 様々 な 社会 問題 に 応え る 金融 
サー ビス が 登場 し て き て いる こと に つい て 、 大 変 心強く 感じ て 
お り ま す 。 こう し た 歩み を 加速 する た め に は 、 金 融 の デジ タル 化 
の 進展 が 欠か せ ず 、 関 係 者 が 責任 を 持っ て 積極 的 に 推進 し て い 
く 必 要 が あり ます 。 


最後 に な り ま す が 、 日 本 の 金融 が 価値 を 生み 出し 、 経 済 の 持続 

的 成長 に 貢献 し て いく た め に は 、 当 局 ・ 民 間 、 金融 ・ 非 金融 を 問 
わ ず 、 協 働 し て いく こと が 重要 だ と 考え ます 。 今 回 の フィ ン サ ム 
が 皆様 に と っ て こう し た 協 働 の 一 助 と な る こと を 祈念 いた し ま 
し て 、 本 日 の 閉会 の 言葉 と させ て いた だ きま す 。 ご 清 聴 あり が と 
う ご ざ いま し た 。 
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